
第２学年  音楽科学習指導案 
 

 
１ 題材名       オーケストラの魅力（いろいろな楽器の種類と特徴） 

  ラヴェル作曲   鑑賞曲「ボレロ」 
２ 題材の評価規準 

音楽への関心・意欲・態度 鑑賞の能力 
 
オーケストラの各楽器について関心をも
ち，積極的に聴き取ろうとしている。 

 
ＤＶＤで演奏者や指揮者のようすを鑑賞して，オー
ケストラ演奏の魅力を感じ取ることができる。 

 
３ 指導観 
○ オーケストラはどんな楽器で構成されているのか。オーケストラの演奏を楽しむためには，

その楽器群についての理解が必要である。楽器紹介では，できるだけ学級の中から生徒を登場

させ，可能な限り実物の楽器の演奏を聞かせるようにする。学級の友達が楽器を演奏すること

で，今までほとんどよく知らなかった楽器に対して，より親しみをもてるようになってもらい

たい。「ボレロ」の演奏ＣＤ・ＤＶＤを鑑賞することで，指揮者や楽器プレーヤーたちが，どの

ように演奏しているのかを知り，管弦楽作品の魅力を感じ取らせる。「ボレロ」は，小太鼓によ

る 3/4 拍子のリズムをもとに，２つの主題が繰り返される単純な構成の曲である。様々な楽器

の組み合わせと楽曲全体にわたる強弱の設定で表現され，オーケストラの豊かな響きや独奏を

担当する様々な楽器の音色を堪能できる名曲である。演奏時間も１５分程度と短く，初心者の

音楽鑑賞教材には最適である。 
○ 第１・２次において，オーケストラで使用される４つの楽器群（弦・木管・金管・打）につ
いて学習した。今，クラシック音楽は，生徒たちにとって決して身近な音楽ではなく， 普段か
らオーケストラ作品を聴くという生徒はほとんどいない。また，大幅に削減されてしまった中
学音楽の授業において，以前のように鑑賞の時間をゆとりをもって設定することは大変厳しい
ものがある。こういう状況の中で，少しでもオーケストラ演奏の醍醐味を感じ取らせ，クラシ
ック音楽に親しみをもってくれるようになればと思う。 

○ 生徒たちがオーケストラの楽器に興味がわくように，学級に在籍しているブラスバンド部の

生徒に実際に楽器紹介をさせる。「ボレロ」のリズムについては，各自机の上で叩いてみたり，

実際のスネアドラムを叩かせてみたりして，この特徴的なリズムを理解しやすいようにする。

本時では，この曲の内容や構成について深く理解することを主眼とするのではなく，管弦楽曲

という形式のクラシック音楽について，生徒たちが今後生涯にわたって少しでも興味・関心が

もてるよう，その導入としての授業である。（私は，中学音楽は全て導入であると思っている） 
今回教材として使用するＤＶＤの映像は，指揮者デュトワとともにＮ響演奏者たちが時間とと
もに音楽的に高まっていくようすが十分映像として伝わる素晴らしい名演である。実演ではな
くとも，この演奏を鑑賞して，音楽的な何かを感じ取り，気付いてくれればそれで十分である。 
 

４ 指導計画及び評価計画（３時間扱い） 
 主な学習活動・内容 評価規準 

 
２ 
 

・オーケストラの楽器について学習する。
ビデオを視聴しながらワークシートに記
入する。ブラスバンド部員が楽器紹介を
する。Fl・Tb・打 

関：楽器の音色・構造について興味をもって学習
している。 

  

１ 
 

・「ボレロ」のリズムを聞く。 
・「ボレロ」を鑑賞する。 
・ワークシートに記入する。 

鑑：指揮者の振りや演奏者たち様子，の変化を感
じ取ることができる。 

 

 



 
５ 本  時   第５校時   音楽室 
 
６ 本時の目標 
  ○ 「ボレロ」の演奏を鑑賞することで，オーケストラの楽器や管弦楽演奏に興味・関心を 

もたせる。 
７ 本時指導の考え方 
  ○ 鑑賞の授業においては，常に生徒と共に楽曲の鑑賞をするという姿勢をとりたい。この

ような名曲に接することができることの感動を生徒と共有したい。評価のための様相観察
や視聴中の必要のない教師の動き等は極力避け，鑑賞後のワークシートの書き込みの内容
を中心に評価を行う。  

８ 準  備 
・楽曲の DVD（シャルル・デュトワ指揮 NHK 交響楽団演奏） 

  ・主題Ａ・Ｂをフルートで紹介する準備（ブラスバンド部員） 
  ・「ボレロ」のリズムを書いた掲示物 
  ・スネアドラム１台・スティック２組 
  ・鑑賞用ワークシート 
 
９ 本時の展開 
 
配
時 学習活動・内容 指導上の留意点 集団づくりを生かす手だて 評価規準 

《評価の方法》

5 １ 楽器紹介 
・主題Ａ・Ｂを聴取し

確認をする 

 
・事前にフルートの

準備をさせておく

 
・楽しい雰囲気づくりに気を
配る。 

 

10 ２ 
・「ボレロ」のリズム

を聴取し，叩いてみ
て確認する。  

 
・各自机を叩き確認
・実際にスネアドラ

ムを叩かせる。 
 指名又は挙手 

 
・友達が叩けても叩けなくて
も，全員で盛大に拍手して
あげる。 
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15 

３  
・ワークシートの記
入について確認。 

 
４「ボレロ」を鑑賞
する 

 

 
・画面がよく見える

位置まで生徒を適
当に移動 

 
・鑑賞する時は，画

面に集中させる。
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５ ワークシートに
記入する 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
鑑：指揮者や演奏
者たちの変化・
楽器の特徴を感
じ取ることがで
きる。 

《ワークシート》

５ ６ 意見発表を行う 
 

 
・観点にそって発表

させる。 
 

 
・友達の考えをよく聞き， 

新たに気付いた点があれ 
ば付け加えさせる。 

 

 


